
インタビュー動画はYouTubeで
配信しています！
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めためたは、都心や地方から上野原へ移り住み、
地域の人との関りを大切にして暮らしている方や、

移住の取り組みを、YouTubeを中心に配信しています。
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物件情報提供申込者

空き家バンク
空き家を貸したい人
借りたい人をつなげる

制度です。

詳しくはお問い合わせください。

上野原市役所 総務部 
政策秘書課 政策担当

お問い合わせ

Instagram
インスタグラムでも
配信しています！

TEL . 0554-62-3191
MAIL.seisaku@city.
       uenohara.lg.jp

R5.1.３1時点

２６６人
R５.1.３1時点

今回紹介する移住者は帝京科学大学のうまセンターで働く蓮井雅之さん。大学入学を
きっかけに上野原に移住して９年目になります。現在はうまセンターでの仕事と畑で野
菜を作る生活をしています。
動物園で働きたいと思い、帝京科学大学に入学。勉強するうちに動物園はただ動物を
飼育する場所ではないことを知りました。そして、飼育よりも動物たちが暮らしている環
境をよくしたいと思うようになったそうです。
　そんなとき帝京科学大学内に「ブリコラ」という施設が誕生しました。施設の理念は
「自然との共生」。これに共感し、そこから蓮井さんの人生のテーマが決まりました。自
然と共生するには、と考えてはじめた農業。できた野菜は近所の直売所の他、ブリコラ
で開催されているまちの上の朝市でも売っています。
今後は農業の楽しさを若い人に伝えて、耕作放棄地を少しでも減らしていきたいそうで
す。そのことが動物との距離を保って、自然と共生することにつながると考えています。

帝京科学大学のうまセンター 蓮井雅之さん


